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■炉室換気条件の設定
炉室は、焼却炉や、焼却排熱を利用
した蒸気ボイラー、排ガス処理装置
を有する37m吹き抜けの大空間であ
り、室内で発生する発熱は約3,500kW
である。この室の発熱の処理のため、
2種換気を用いるが、設計温度条件
により必要換気量は莫大になり、ま
た適切な換気計画を行わなければ、
熱だまり等が生じ、効果的な換気を
行うことができない。
そのため、まず既存のクリーンセン
ターの実測調査を行い、他市のク
リーンセンターの設計条件と比較す
ることにより、Δt＝12℃として設計
することで合意した。

■温熱環境シミュレーション
室内の換気風量は約90万m3/hであり、
分散して各所に吹き出し口を設置し
ているが、建物形状が複雑であるこ
と、プラント機器等が障害物となる
ことなどから全体を効率的に換気す
るために、CFDを用いた温熱環境シ
ミュレーションを行った。この結果
から熱だまりとなる部分に対し、ス
ポット送風機を用いて外気を供給す
る計画を行った。

■防臭区画を考慮した
　換気フローの設定
工場内では、臭気の度合いに応じた
防臭区画を設定している。

一般ごみを貯留する焼却ごみピット
を含むごみピット区画や、灰ピット
区画、一般防臭区画等があり、プラン
トメーカーによる基本的な換気フロー
に基づき、各所の換気計画を行った。
プラットホームへは出入り口部分よ
り外気を取り入れ、ごみピットのRC
壁に設置の給気口よりごみピットへ
給気し、焼却ごみピット内の空気は
プラントファンにて燃焼空気に利用
される。

■3Dデータの利用
建物形状の複雑さに加えプラント、
別途工事等多くの機器や配管との取
り合いを検討するために3Dデータを
有効に活用している。
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■青年技術者のことば

多くの建物で共通して重要なこと

は、快適性と省エネルギーであ

る。当たり前のことのようだが、

快適性を提供することは設備が顧

客の満足に貢献できる重要な部分

だと考えている。施主のニーズを

引き出し、それを設計に落とし込

むため、竣工後のアフターフォ

ローを他物件にフィードバックす

ること、他物件の事例を良く研究

すること、3Dやシミュレーション

等顧客とのコミュニケ―ションに

役立つツールを模索することを心

掛けている。また、現在育児中で

あるが、育児を通して社会とかか

わる経験は、直接的には保育所や

学校の設計やユニバーサルデザイ

ン等に、間接的には多様性を抱え

る社会のニーズへの想像力として

今後役に立つものと考える。今後

増える制限付きの働き方へいかに

建設業全体が対応していくかを提

案し、「働き方改革」に貢献でき

る良い機会ととらえ、技術力を磨

くとともにより良い設計業務のあ

り方も考えていきたい。

■すいせん者

菅野忠司

鹿島建設㈱　関西支店

建築設計部長

クリーンセンター建替え整備工事における設備計画

施主の自社技術であるLED照明や制御
技術を全館に採用し、本社機能を集
約した低層棟と研究室・開発室を有
する高層棟により構成されている。
全館LED、階段室を利用した自然換
気システム、人感センサーによる個
別空調、低層棟屋上緑化、西日対策
の縦ルーバー及び陽光センサーによ
る可動電動ブラインド、植栽散水へ
の雨水利用等様々な環境配慮対策を

採用している。また、作業室では精
密機器の加工作業を行うため、空冷
ヒートポンプチラーを用いた恒温恒
湿空調を採用している。

■エコシャフトを利用した
　自然換気
高層棟オフィス部分では階段室を利
用した自然換気を採用しており、各
階の自然換気口から流入する風量及

び中間期の冷房負荷の削減量を算出
し、その効果を確認した。

■ガス・電気空調の比較
東日本大震災後に設計を行っていた
こともあり、節電要請に対する懸案
が施主にあったため、GHP・EHPの採
用を比較し、利用時間に応じた使い
分けを提案し合意した。

IDEC本社・技術研究センターにおける環境配慮技術

 
 

 

  
 

A工場 200t/日
×3炉

機械給気
機械排気
＋自然排気、
点検通路へ
スポット冷房設置

：外気温＋13℃以下
：50℃以下
：35℃以下

B工場 147t/日 自然換気主体
：外気温＋15℃以下
：外気温＋18℃以下

C工場
71t/日
×2炉

機械給気
機械排気
＋自然排気

：45℃以下
：50℃以下
：40℃以下
：44℃以下

D工場
65t/日
×3炉

機械給気
自然排気

：外気温＋12℃以下
：外気温＋12℃以下
：外気温度＋12℃以下
：外気温度＋12℃以下

E工場 127t/日
×3炉

機械給気
自然排気

　・炉室内温度
　・炉室局部温度
　・電気関係諸室室内温度
　・電気関係諸室内局部温度

　・炉室内温度
　・炉室内局部温度
　・電気関係諸室内温度、電気関係諸室内局部温度
　・機械関係諸室内温度

室温が高い炉室･各機器室･電気室等や、粉じん･臭気が問題とな
る諸室等は、室内条件を十分把握して換気設計基準を設定する。

施設 規模 換気方式 換気条件（発注仕様書、要求水準書に記載）

　・炉室内の平均温度
　・炉室内の局部的な最高温度
　・輻射熱の影響のある点検通路等

　・炉室内の平均温度
　・炉室内の局部的な最高温度
　・但し、温度測定に当たっては輻射熱の影響は排除する。

【他都市クリーンセンター換気設計条件比較】
【CFD解析：炉室中央付近　断面温度分布】

【既存クリーンセンター炉室 サーモカメラ画像】

表面温度
100℃近い
部分

【CFD解析：炉室内平面温度分布】 【誘引通風機室内プラント機器と有圧扇の干渉確認】

【プラットホームからごみピットへの空気の流れ】

表面温度
100℃近い
部分

有圧扇

誘引通風機

有圧扇

誘引通風機

○ 100（EHP メンテナンス費用は含まない） ◎ 93（GHP メンテナンス費用含む） ◎ 81（GHP メンテナンス費用含む）

B案 EHP +GHP 併用（採用）A案 EHP
電気式空冷ヒートポンプビル用マルチ

回収年数

コ
ス
ト

ランニング
コスト(*1)

概要

C案 GHP
ガス式空冷ヒートポンプビル用マルチ

10.8年5.0年基準

全館EHP

GHP

GHP
EHP

EHP：室外ユニットの圧縮機を電気により
　　  運転する。

EHP：室外ユニットの圧縮機を電気により運転する。　  
GHP：小型発電機を室外機に搭載し、圧縮機と同時
              に小型発電機をガスエンジンで運転し、発電し
               た電力を室外機の補 機電力として使用する。

長時間利用する部分は EHP とし、利用時間の短い
低層棟部分をGHPで空調することで契約電力を削減
するとともに、節電要請に対して空調での節電対応が
不要な部分を確保する。

GHP：小型発電機を室外機に搭載し、圧縮機
               と同時に小型発電機をガスエンジンで
               運転し、発電させた電力を室外機の補
               機電力として使用する。

西日対策の縦ルーバー エコシャフト内 【自然換気利用階の中間期冷房負荷削減量】

【自然換気概念図】
風量、温度は換気計算プログラムにて算出
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